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婦人部長　住吉　露子さん

みんなで和気あいあいと、い

つも楽しく活動してます。仕事

も一生懸命だけど、遊ぶ方には

ものすごく一生懸命です。うち

は若い人が多いので恵まれてる

なと感謝してます。

公社の�

熊石事業所技師

材木谷敏秀さ
ん

つくり育てる面白味
材木谷さんは熊石の出身、実家は

地元で漁業を営んでいます。

小さな頃から魚が大好きで、しょ

っちゅう父親の船に乗せてもらって

いた材木谷さんは、将来は親の後を

継いで漁師になろうと、心に決めて

いたそうです。

「そのつもりで函館の水産高校に

進んだのに、おやじにダメだ、安定

した職業につけって反対されて、継

がせてもらえなかった」

それでも漁業への未練は断ちきれ

ず、何らかの形でかかわりたいと公

社に入りました。

「職員になって６年。四六時中、

勉強勉強ってかんじですね。採苗の

ときは、６年たった今でも毎回、産

むまでソワソワと緊張します。アワ

ビは言葉がしゃべれないから、とに

かく観察するしかないです」

黙って見てても飽きない、毎日見

てるとアワビの様子が少しずつ分か

ってくる、つくり育てることの面白

味みたいなものが実感できると材木

谷さんは話します。

「今後の希望としては、アワビの

需要がもっと伸びてほしいなってこ

とと、個人的には、いろんな魚種の

勉強がしてみたいですね。
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カワヤツメ漁
カワヤツメは、海で生活した後日本海及びオホー

ツク海に注ぐ河川に遡上して産卵しますが、カワヤ
ツメ漁が行なわれているのは、石狩川、尻別川、利
別川、朱太川です。
この中で、最も盛んにヤツメ漁が行なわれている

のは、石狩川と尻別川です。石狩川に内水面区画漁
業権を持つ江別漁協では、毎年川面の結氷が流れ去
る４月から12月まで13名の漁業者が、かや筌

ドウ

や網筌
ドウ

でヤツメ漁を行なっています。しかし、近年河川環
境の悪化などによるものか、漁獲量が減少してきて
いますので、６月から８月の３カ月間休漁して、資
源保護に努めています（写真は４月17日撮影）。
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今月の
講　座
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北海道南西部磯焼け海域における

ホソメコンブ群落の造成手法

金は大事に
貯めて使え

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード�

佐呂間漁協の指導漁業士、石川勇さ

んは網走管内漁業士会の初代会長で

す。組織設立のため、先頭に立って奔

走しました。

「うちの組合の当時の参事が先にな

って協力してくれた。まず会費取って、

自分たちで積み立てて、組合とか役場

を回って歩けって。創立の時は結構、

大変だったよ」

平成3年の設立以降、網走管内漁業

士会会長は、二代目が紋別の藤田孝太

郎さん、三代目の現在は西網走の大高

隆吉さんが務めています。

「おれが組織つくるから、後は藤田

さん頼むよって。ひとり何かやったら

一期か二期でやめようや、できる人が

いっぱいいるんだから、いろんな人に

やらせるべってね。藤田さんは漁業士

会の植樹運動を軌道に乗せて大高さん

にバトンタッチした。」

組織の“長”は一人の人間が長い期

間やらない方がいいというのが、石川

さんの持論です。

「長くやるのもいいけど、後が困る。

長くやれば当然、実力も増してそれ以

上の人はいないわけだから、みんな自

信がなくなってやれなくなる。青年部

長をやったときも、みんなで経験すべ

きだって、おれの時代から一期か二期

で交代するようにした」

石川さんは青年部長時代、学校の先

生を頼んで複式簿記のつけ方の勉強会

を開いたそうです。

「青色申告の始まりの時だったんだ

けど、そのころは自分で帳簿をつけれ

る人があんまりいなかった。女房を専

従者にして給料払って経費にして。燃

料代とか資材費、青色やると経費のこ

とが良く分かる。経営に対する意識が

みんな高くなったよ」

にも行かせてあげれた」

今の若い人は、金銭的な感覚が欠落

してるかもしれないと石川さんは危惧

しています。

「金に苦労した経験がないから、使

いすぎに気づかない。パチンコやって

も何してもいいから獲った以上にお金

を使うな。金は大事に貯めて使え、年

間500万円以上の借金はするな。それ

以上になったら繰り越すぞって、いつ

も若いやつに言ってる」

今の暮らしがあるのも、ホタテのお

かげ。ホタテさまさま。そのホタテを

育んでくれるサロマ湖をこれからも大

切にしていかなければならない。もち

ろん今でも守っているが、それ以上に

厳しく、決まり事を守っていかなけれ

ばならないと石川さんは言います。

「ホタテを育ててかれこれ30年。ホ

タテの気持ちにならなきゃいかんとい

われるけど、この貝が生きるか死ぬか、

何年たっても分からない。稚貝の採り

入れも早くやるのがいいのか、遅くや

るのが良いのか今でも分からん。最初

習ったときと今では違うこともある

し、養殖といっても自然が相手。一生、

研究が続くんだろうな」

佐呂間漁協指導漁業士
石川　　勇さん
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金は大事に
貯めて使え

一期か二期で交代

サロマ湖を大切にする

石川さんはサラリーマン経験組。名

古屋や東京で営業の仕事をしていまし

たが、昭和44年、実家を手伝うため、

サロマに戻って来ました。

「うちを継いでた兄貴が船乗りにな

っちゃった。ホタテ養殖が軌道に乗り

だしたときだったんで帰ってきた」

サラリーマンの時に学んだことは、

あいさつと人に頭を下げること。自分

の給料分だけでなく会社の分まで、人

の倍働けという経営者感覚だと石川さ

んは言います。

「50才までに借金を返すって目標を

立てれた。資材入れたし、最初は赤字

でやってたから生活資金も労務資金も

借りてたけど、今は順繰りになってる。

楽になったよ。子どもができたとき、

仲人してくれた参事が毎月少しずつ蓄

えろって、息子の名前で貯金通帳をつ

くってくれた。おかげで、東京の学校

サラリーマンの経験で

北海道南西部の日本海側では磯焼

けが発生し，写真１のような状況に

あります。キタムラサキウニが高密

度に生息し、ホソメコンブ等の有用

海藻がほとんど生育しません。この

ため、ウニ、アワビなどの餌料海藻

が極端に不足し、成長や身入りが悪

く、沿岸漁業に深刻な問題を与えま

す。

磯焼けの要因については、1)水温、

2)栄養塩、3)ウニの摂餌などの説が

あげられています。私たちの研究で

も、ホソメコンブの漁獲量は水温な

どの海洋環境に依存し、ウニの食圧

が大型海藻群落の形成と密接に関係

していることがわかりました。また、

最近、ウニの食圧（ウニが海藻を食

べる強さ）は、波浪や水温に影響さ

れることがわかってきました。この

ように、磯焼け現象は、一つの要因

による単純なものでは無く、複数の

要因が複雑に絡み合っています。

磯焼けの対策については、現在、

主に海藻を繁茂させるため石材や囲

いブロックの設置が行われていま

す。しかし、設置直後は海藻が見ら

れるものの、2～3年経つと元の磯

焼け状態に戻る場合もあり問題で

す。上述したような磯焼けの要因を

制御して藻場造成を行うことが考え

られますが、水温、栄養塩は人為的

に制御することが困難であり、ウニ

の除去は潜水作業を伴い多大な労力

を必要とします。

磯焼け対策は、磯焼け現象のメカ

ニズムを明らかにし、その中から人

為的に制御可能なものを見つけだ

し、それに基づいて的確に行う必要

があります。

このような背景から、私たちは、

まず、磯焼け海域で何が起きている

のかを良く理解するために、実海域

で詳しい調査を行いました。ウニや

はじめに

写真１　磯焼け海域の状況 図１　小樽市忍路湾の調査点
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アワビの餌料となる海藻にはいろい

ろ種類がありますが、成長や身入り

し易いものはホソメコンブです。こ

のため、毎年ホソメコンブ群落が形

成する場所に注目し、その生育環境

を解明しました。

次に、得られたホソメコンブ群落

の形成条件に基づいて、次のような

２つの磯焼け対策法を提案しまし

た。

方法１．フェンスによる方法

方法２．嵩上げによる方法

ここでは、「磯焼け漁場有効利用

技術開発試験」(平成9年～11年)で

得られた藻場造成に関する研究成果

の概要について説明します。

冬期の日本海は時化が多いので、

穏やかな小樽市忍路湾の湾奥に調査

線（総延長57m）を設けました(図

１)。ウニは個体数、海藻は種類を

5mまたは10m間隔でSCUBA潜水に

よりほぼ月２回の頻度で調べまし

た。波浪と水温

の測定は、水深

3mに設置した波

高計(ｳｴｰﾌﾞﾊﾝﾀｰ)

を用いて行いま

した。波による

海底面付近の流

れ（底面波浪流

速）は、波浪デ

ータを用いて数

値計算から求め

ました。調査期

間は、1998年

1 0月2 7日～

1999年10月5

日の約１年間で

す。

キタムラサキウニと海藻の分布

(年変化)の状況を表１に示します。

キタムラサキウニは、夏は浅み、

冬は深みに分布し、明確な深浅移動

が認められます。海藻は、水深の浅

磯焼け対策の考え方

ホソメコンブ
群落の形成条件

調査が可能なように、比較的波浪の

表１　キタムラサキウニと海藻の分布

図３　磯焼け対策の基本的な概念

写真２　フェンスによる海藻群落の
形成状況

図２　波浪、水温、ウニ及び海藻の相互関係

い場所は多年生海藻が生育し、次に

ホソメコンブが見られます。深くな

ると磯焼け状態にあります。

一般に、当磯焼け海域では、ウニ

が海藻の芽を食べることで磯焼けが

持続しており、ウニが居ないと、ホ

ソメコンブ等の１年生海藻からホン

ダワラ等の多年生海藻に遷移するこ

とが知られています。また、ホソメ

コンブの芽生えは冬で、ホンダワラ

は夏です。

次に、波浪、水温、ウニ及び海藻

の相互関係について見ます。

波浪、水温とキタムラサキウニ

の分布を図2a)に示します。水温

が低く、底面波浪流速が大きいと

ウニの分布が認められず、その逆

に、水温が高く、流速が小さいと

ウニが分布することがわかりま

す。但し、流速や水温からウニが

分布する領域であっても海藻が密

に生育することで分布しない場合

が認められます。とりあえず、ウ

ニが分布する領域としない領域の

だいたいの目安をつけるため図中

に赤い直線をひきました。

図2 b～d)は、順に、多年生海藻が

生育した場所、通年磯焼けでサンゴ

モが見られる場所及びホソメコンブ

が生育した場所の底面波浪流速と水

温の年変化を示しています。また、

図中には、キタムラサキウニの有無

を示す目安線も併記しました。

多年生海藻は、ウニが分布しない

流速の大きい場所に生育していま

す。このような場所ではウニの食圧

がかからないため、海藻間に競争が

起こり多年生海藻に遷移したものと

考えられます。

磯焼け状態を示すサンゴモは、

通年ウニが分布する流速の小さい

場所に見られます。常に、ウニの

食圧が作用しているためサンゴモ

しか生育できないものと考えられ

ます。

ホソメコンブは、冬は流速が大

きくウニが居ない、夏は流速が小

さくウニの居る場所に生育してい

ることがわかります。これは、上

に示した多年生海藻とサンゴモの

生育環境の中間的な環境といえま

す。冬にウニの食圧がかからない

のでホソメコンブの幼芽が保護さ

れ、夏には、ウニの食圧がかかる

ので多年生海藻への遷移が妨がれ

ホソメコンブの生育環境が保証さ

れているわけです。

以上の結果に基づき磯焼け対策の

考え方を、図３に示します。

図中左に示すような通年ウニが居

て磯焼け状態にある環境を、ホソメ

コンブが生育する環境（ウニが冬に

居ない、夏に居る）に如何にして改

善するかが、磯焼け対策のポイント

となります。現在、２つの方法を考

えています。

方法１：冬、ウニ侵入防止フェン

ス内でウニが居ない、夏、ウニの侵

入を可能にしたり、ウニをフェンス

内に移殖してウニが居るようにしま

す。この方法は、人為的な管理が必

要となります。

方法２：嵩上げ等で底面波浪流速
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写真３　フェンス内の海藻で身入りし
たキタムラサキウニの出荷

写真４　航空写真による寿都町美谷地区藻場造成施設の海藻分布（平成10年
６月全振協撮影）

図４　寿都町美谷の藻場造成施設におけるキタムラサキウニと海藻の分布

図５　藻場造成施設において７月でもホソメコンブが生育している場所の底面波
浪流速（□：野塚、△：美谷、○：有戸、黒は最小、白は最大値を示す。）

小樽市忍路湾の湾奥で、ウニ侵

入防止フェンスを用いたホソメコ

ンブ群落の造成試験を行いまし

た。ウニ類は海中にゆらゆらと漂

うものに近づけない性質があるた

め、刺し網を棒網状にしたものを

フェンス(渡島西部地区水産技術

普及指導所などが考案)に用いま

した。

1997年11月末に10m×10m

のフェンスを設置し、フェンス内

のキタムラサキウニを除去し、試

験の開始です。その後の経過を写

真２で示します。1998年1月末

には付着珪藻がフェンス内に認め

られました。その2ヵ月後の3月

末には、フェンス内に限ってホソ

メコンブ群落が形成されました。

フェンスの内外で、水温や栄養塩

が異なるとは考えられません。異

なるのは、ウニの食圧だけです。

ウニの摂餌が、海藻の群落形成に

大きく影響することが明確にわか

ります。

この様な試験は、忍路湾では２

年連続して、外海に面した盃海域

でも実施し、フェンス内だけにホ

ソメコンブが生育しました。

周年ウニが分布する磯焼け海域

において、冬にウニを除去すれば

毎年ホソメコンブ群落が形成され

ることが明らかとなりました。

1998年5月上旬、フェンス内に

形成された海藻群落内に身入りの悪

い老齢キタムラサキウニ(水深約

20mで採取、約8才)を収容しました。

この時の生殖巣指数は6程度でした

が、3ヶ月後には15以上に達しまし

たので、漁師さんにも助けてもらい、

生ウニの折り詰めを出荷することが

できました(写真３)。

フェンスを用いた磯焼け対策は

有望ですが、実用化するには、ま

だ、解決すべき問題があります。

フェンスの設置場所や水深によ

って、形成される海藻の種類や現

存量が異なることがわかってきま

した。現存量の高いホソメコンブ

群落が得られるように、フェンス

の設置場所を評価する必要があ

り、現在、忍路湾湾央で試験を実

施中です。

現在用いている棒網フェンス

は、静穏な海域では、網地にサン

ゴモが付着し硬くなると揺れが鈍

くなりウニの侵入を許しますし、

時化の多い海域では、簡単に破壊

してしまいます。この問題につい

ては、平成12年度より「ウニ食

圧制御機能を有する藻場造成施設

の開発」による試験で新たな施設

の開発に取り組みます。

これらは非常に近くにあるので、

水温、塩分及び栄養塩などの条件

は同一と考えられますが、海藻の

生育に大きな違いが生じていま

す。この原因を解明するために、

現地調査を行いました。図４は、

1999年冬(3月)と夏(7月)のキタ

ムラサキウニと海藻の分布を示し

ています。沖側の囲い礁は、通年

キタムラサキウニの個体数が多

く、ほとんど海藻は見られません。

岸側の囲い礁と潜堤は、冬、キタ

ムラサキウニの個体数が少ないの

で、ホソメコンブの幼芽が保護さ

れ、夏、現存量の高いホソメコン

寿都町美谷海域に、藻場造成の

ための施設が設置(昭和57年～

58年に施工)されています。航空

写真で見た海藻の分布状況を写真

４に示します。岸側の囲い礁と潜

堤は、毎年ホソメコンブ群落を形

成する施設で、このため黒く見え

ます。沖側の囲い礁は、磯焼け状

態になった施設で、白く見えます。

方法２．嵩
かさ

上
あ

げに
よる方法

方法１．フェンスに
よる方法

を増加させ、冬は波当りが強くウニ

が居ない、夏は静穏なためウニが居

る環境が自然に形成されるようにし

ます。この方法は、人為的な管理が

不必要です。
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図６　ホソメコンブ群落が形成すると予想される水深（嵩上げ高さの算定）

ブ群落が形成されています。また、

夏には、ウニの個体数が増加して

おり多年生海藻の芽も食べ遷移が

妨げられているようです。

藻場造成施設においても、ホソ

メコンブ群落が形成される場所

は、ウニが夏に居て、冬に居ない

ところであることが確かめられま

した。

この様に海藻群落の形成が大き

く異なる原因として、波浪環境が

考えられます。冬に波当たりが強

くキタムラサキウニが居づらい場

所で、夏は静穏でウニの摂餌が活

発な場所にホソメコンブ群落が形

成されるわけです。

それでは、どのような波浪環境

にホソメコンブ群落が毎年形成す

るのでしょうか？

積丹の野塚、西河、寿都の美谷

に設置された藻場造成施設の調査

を行いました。7月でもホソメコ

ンブ群落が見られた場所に注目

し、その場の波浪環境を明らかに

したのが図５です。赤く塗った波

浪流速で年変化する場所に、ホソ

メコンブ群落が形成されることが

わかりました。

この結果をもとに寿都湾全域の

波浪解析を行いホソメコンブが生

育する場所とその水深を予想した

のが図６です。この際、波は平均

的な波を用いました。

波浪は主に、北西から来襲しま

すので、北に突き出した弁慶岬で

波浪エネルギーは大きくカットさ

れ湾内は静穏になります。このた

め図５で示した波浪流速を満たす

水深は、磯谷や美谷付近の湾外で

は3～2ｍ(赤～黄緑)ですが、湾

内となるに従い浅くなり有戸では

1～0.5m(水色～青)、六条や矢追

では、あまり見あたりません。

この結果は、嵩上げ高さを算定す

る際にそのまま用いることができま

す。波当たりにより、嵩上げ高さを

変える必要があるわけです。

現在、囲い礁など藻場造成施設の

設計は、石材の安定重量が考慮され

ているだけですが、ウニの食圧を制

御し毎年ホソメコンブ群落を形成さ

せるには、これに嵩上げ高さの算定

を加える必要があります。

以上の様に、磯焼け対策の考え

方、そして具体的な方法について、

ある程度明らかにすることができ

ました。この様に順調に研究が進

められたのは、現地の現象を良く

見て、工学と生物の研究者が、お

互いに理解し合いながら、両方の

視点から出口を見据えて行ったこ

とにあります。また、多くの方々

の協力に支えられたからです。深

くお礼申し上げます。

留萌管内専務・参事会と懇談会を開催
林副会長が講演、漁協との相互理解深める

栽培漁業振興公社では、昨年12

月から根室、釧勝、日高、胆振、石

狩・後志の各管内専務・参事会と懇

談会を開催してきましたが、５月に

入って12日の渡島に続いて、15日

午後留萌市の水産ビルで留萌管内漁

協専務・参事会との懇談会を開催し

ました。留萌の懇談会では、各漁協

の専務や参事をはじめ関係者約25

人が参加、栽培公社の林副会長と富

田指導部長、村上調査設計第二部長

が、本道の栽培漁業の現状と今後の

漁業展開や公社の栽培漁業関連事

業・調査設計事業の実施状況などに

ついて説明し、その後管内の栽培漁

業の取り組み等に関して熱心に意見

交換を行ない、公社と各漁協の相互

理解を深めました。このあと同懇談

会は、５月16日に宗谷、そのあと

網走で開催され、全道を一巡する予

定になっています。

留萌管内の専務・参事会との懇談

会は、成田邦好会長（初山別漁協専

務）が「栽培漁業の更らなる進展に

向け、活発な意見交換を願いたい」

と挨拶したのに続いて、栽培公社の

林和明副会長が『栽培漁業の現状と

これからの漁業の方向～地域の特性

と漁協間の枠を越えた漁業の展開

～』をテーマに講演。そのあと富田

恭司指導部長が『公社の栽培漁業関

連事業の実施状況』、村上一夫調査

設計第二部長が『公社の調査設計事

業の実施状況と概要』について、そ

れぞれ説明しました。

この中で、林副会長は「これから

の栽培漁業は、ホタテのように一種

類で漁家経済を支えるものは期待で

きないと思う。いかに複数の魚種を

効果的に組み合わせるかが課題だ。

種苗生産施設については管内全体で

魚種選定や取り組みなどを話し合う

ことが大切で、また種苗生産から放

流に至る各段階の課題を整理すると

ともに、モニタリング調査は漁業者

の参加がぜひ必要。市町村や漁協が

入った形で経費の負担を話し合うこ

とが望ましいし、事業効果を上げる

ために放流魚の保護対策などをしっ

かりやってほしい。この管内は、漁

業者一人あたりの生産規模は低くな

いので、これからは高齢者の皆さん

の生きがいや生産への参加をどうし

ていくか、あるいは中核を担う漁業

者が農業のように法人化して企業性

を持たせていくとか、さらに広域的

な栽培漁業圏といった構想のもとに

事業展開を図ることが必要ではない

か」などと私見を交えながら話しま

した。

最後に、活発に意見交換を行なっ

て相互の理解を深め、今後漁協と公

社が協力しながら栽培漁業をさらに

効果的に進めていくことを確認しま

した。

各漁協の専務、参事。左は指導連の中本教育部長

活発に意見交換をした懇談会

向かって右から専務参事会の成田会長、栽培公社の林副会長、富田部長、村上部長
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平成10年６月のNo.301号で

「新たな漁場へ人工リーフの将来

性」と題して、苫小牧元町地先

で行われている海岸保全のため

の人工リーフ設置は、海岸保全

と漁業振興が効果的に両立でき

るように漁業者の意見を聞きな

がら進められており、ホッキガ

イの蝟集、コンブの繁茂、魚類

の蝟集などの効果がみられ、新

しい漁場としての展望が開け、

その中でも繁茂したコンブを餌

料としたエゾバフンウニの種苗

放流によるウニ漁業の可能性が

高いと報告しました。その後人

工リーフは平成12年度に

は、２基目が完成し３基

目の工事に取りかかる予

定となっており、平成15

年度までには３基が完成

する計画となっておりま

す。

平成11年度まで実施さ

は、繁茂するミツイシコンブの量

とエゾバフンウニ人工種苗の放流

数、密度の関係をどうするかであ

ります。試算では、ウニが漁獲サ

イズに達した後もコンブの群落が

残り、身入りが期待できる放流数

は、人工リーフ１基当たり数万粒

と考えられますが、コンブの豊凶

や夏季の高水温などの環境条件に

よって左右されるものと考えら

れ、今後も調査検討を続ける必要

があると思います。

いずれにしても、砂浜域でウニ

が全く生息していなかった海域で

ウニ漁業ができるようになり、少

しでも漁家経営の安定に寄与する

ことができれば水産協調型人工リ

ーフの成果として、良い前例とな

ると思います。

また将来的には沿整

事業とのドッキングも

想定され、その進展が

期待されます。

平成12年度には、白

老地先における人工リ

ーフ着工の白老漁業協

同組合の同意が得られ、

苫小牧元町地先と同様

おける水産協調型人工リーフの可能

性を見極めるために各種の調査を計

画しています。

苫小牧で有効であった手法が白老

に適用することができるのかどうか

が最大の課題ですが、環境条件が異

なるため、平成２年度からの調査に

よって得られた苫小牧のデータを解

析するとともに、かなり大がかりな

調査を計画しており、この中にはホ

ッキガイ等の貝類調査、海藻類の繁

茂状況、漁場の底質環境の他に、魚

類の蝟集を想定した生息環境、底生

動物（ベントス）、仔魚、稚魚、水

質の調査などを提案しております。

このような調査結果と、過去の苫小

牧などで行ってきた調査結果を踏ま

えて、白老の漁場環境に適した水産

協調型を推進して行きたいと考えて

います。またこのような新たに創出

された漁場の有効利用については地

元の漁業者の理解と協力が不可欠で

あり、水産協調による海岸保全事業

を実施してきた室蘭開発建設部の熱

心な取り組みが実を結ぶよう、栽培

公社としても全力で取り組む考えで

あります。

（調査設計第二部　次長　小形孝）

れていた４年間のエゾバフンウ

ニ５mm種苗放流による成長、

歩留まり、採捕試験の結果から、

放流から３年で殻径50mm程度

に成長し、夏季の採捕では生殖

巣指数が15％以上、放流後４カ

年間の回収率は44.2％というデ

ータが得られたことから、12年

度以降は、地元の苫小牧市、苫

小牧漁業協同組合が主体となっ

て、ウニ資源増殖の事業化に向

けて新たな取り組みを開始しま

す。

苫小牧元町地先人工リーフにおけるエゾバフンウニの人工種苗放流事業化試験

白老地先における人工リーフの着工水産協調型人工リーフの進展水産協調型人工リーフの進展

歩留まりについて調査す

るとともに、餌料となる

海藻類（ミツイシコンブ

等）の現存量や、分布の

調査も並行して実施する

計画となっております。

そして、この調査結果に

もとづいて生産コストと

販売価格及び収益を算定

し、事業化に対する総合

評価を行い、今後は３基

の人工リーフを利用した

ウニ漁業の事業計画を策

定する予定になっていま

す。

この事業化に向けての

成否の最大のポイント

そこでこの内容と、平成12年

度から着工することが決まった白

老地先における水産協調型人工リ

ーフについて報告いたします。

事業化試験は平成12年度に放

流を開始し、採捕までの期間は３

年程度として、３回程度繰り返し、

エゾバフンウニの成長、生残率、

分布、生息状況そして、生殖巣の

のタンデム（２山式）リーフが１基

目として着工されます。当公社では

室蘭開発建設部の依頼により、苫小

牧と同様に白老の人工リーフにおい

ても水産協調型を進め、設置される

堤体の有効利用を含め苫小牧元町地

先の人工リーフの設置の課程で得ら

れた情報を有効に活用して、白老に

N E W  F A C Eニ ュ ー フ ェ イ ス
この春、本公社調査設計部にピカピカの新人、二名が入りまし

た。皆さん、よろしくお願いいたします。

藤井 真
（北大大学院　地球環境科学

研究科修了）

青木 梨沙
（北大水産学部　海洋生物生

産科学科卒業）

まだ、分からないことがた

くさんありますが、現場で先

輩の話を聞きながら勉強して

がんばっていきたいです。

学生の時、能取湖でホッカ

イエビの調査をしていました。

河川については無知ですが、

これから学んでいきたいです。


